
 

今
年
（
令
和
六
年
）
四
月
か
ら
募
集
開

始
し
た
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群
サ

ポ
ー
タ
ー
」
で
す
が
、
募
集
開
始
直
後
か

ら
強
く
感
じ
て
い
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

皆
様
の
歴
史
愛
・
史
跡
愛
・
郷
土
愛

を
、
ど
う
に
か
形
に
し
て
発
信
し
た

い
、
と
の
思
い
で
こ
の
新
聞
の
発
行
に

至
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
事

務
局
共
々
楽
し

み
に
し
て
お
り

ま
す
。 

令和６年７月撮影  

弘道館の火灯窓 

事務局から 

協議会活動報告 

日時：令和６年８月１８日㈰ 

場所：水戸市役所２階こみっとルーム   

     備前市役所5-1会議室 

     ZOOMでのオンライン配信 

内容：①世界遺産と日本遺産について 

     ②教育遺産世界遺産登録推進協議会 

     の活動内容について 

↓
学
習
会
の
様
子 

八
月
十
八
日 

 

八
月
十
八
日(

日)

、
記
念
す
べ

き
第
一
回
目
の
教
育
遺
産
群
サ

ポ
ー
タ
ー
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

 

水
戸
会
場
の
水
戸
市
役
所
二
階

市
民
協
働
会
議
室
（
こ
み
っ
と

ル
ー
ム
）
に
は
、
水
戸
市
に
登
録

し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
だ
け
で

は
な
く
、
他
市
か
ら
も
足
を
運
ん

で
い
た
だ
い
た
他
、
各
市
の
会
場

や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
義
は
二
つ
の
テ
ー
マ

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
分
程
受

講
さ
れ
ま
し
た
。 

①
世
界
遺
産
と
日
本
遺
産
に
つ
い
て 

 

「
世
界
遺
産
」
と
い
う
言
葉
自
体

に
は
す
ご
く
馴
染
み
が
あ
り
ま
す

が
、
目
的
は
何
な
の
か
、
仕
組
み

は
ど
の
よ
う
な
の
か
、
日
本
に
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
等
、
言

わ
れ
て
み
れ
ば
知
ら
な
い
事
も
多

い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
に
文

化
庁
が
設
立
し
、
教
育
遺
産
群
が

認
定
ス
ト
ー
リ
ー
第
一
号
と
な
っ

た
「
日
本
遺
産
」
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
世
界
遺
産
と
の
違

い
は
？
等
、
詳
し
い
解
説
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

②
教
育
遺
産
世
界
遺
産
登
録
推
進
協

議
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て 

 

今
年
の
四
月
か
ら
募
集
が
開
始

し
た
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
方
々
に
、
是
非

と
も
教
育
遺
産
世
界
遺
産
登
録
推

進

協

議

会
（
以

下
：
「
当

協

議

会
」
）
の
活
動
内
容
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
く
、
当
協
議
会
の
成
り

立
ち
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
内
容

や
目
標
等
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

今
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と

協
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
く
上
で
貴
重
な
相
互
理
解
の

場
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

  

次
回
は
十
一
月
に
開
催
予
定
。

テ
ー
マ
は
①
水
戸
市
の
構
成
文
化

財
に
つ
い
て 

②
足
利
市
の
構
成

文
化
財
に
つ
い
て
、
と
、
今
回
と

同
じ
く
二
本
立
て
で
す
。
今
回
は

基
礎
知
識
と
な
る
よ
う
な
内
容
で

し
た
が
、
次
回
か
ら
は
、
い
よ
い

よ
各
市
の
教
育
遺
産
の
解
説
を

行
っ
て
い
き
ま
す
！ 

 
 
【水戸市】  

第５７回 水戸の萩まつり 
【日程】9月7日(土)～  
【場所】偕楽園 
 
【足利市】 

こども釋奠    
【日程】９月２３日(月・休) 
【場所】足利学校  
 

   詳しくは各市ＨＰへ！ 
【備前市】 

釈菜 ※日本遺産構成文化財 
【日程】10月26日(土)  
【場所】閑谷学校  
【備考】参加費2,500円 
 
【日田市】 

日田市公開講座 
【日程】複数回開催 
【場所】日田市役所7階大会議室等 

INFORMATIONS 

第一号 令和６年９月 

教
育
遺
産
群
通
信 

ご
あ
い
さ
つ 

 

私
た
ち
教
育
遺
産
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会

は
、
弘
道
館
・
偕
楽
園
（
茨
城
県
水
戸
市
）
、
足

利
学
校
（
栃
木
県
足
利
市
）
、
閑
谷
学
校
（
岡
山

県
備
前
市
）
、
咸
宜
園
・
豆
田
町
（
大
分
県
日
田

市
）
の
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群
」
が
所
在
す

る
四
市
で
構
成
し
て
い
る
協
議
会
で
す
。
近
世
日

本
の
教
育
遺
産
群
は
、
平
成
二
十
七
年
に
日
本
遺

産
ス
ト
ー
リ
ー
第
一
号
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
資
産
を
世
界
遺
産

に
す
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
我
々
協
議
会
の
活
動
に
賛
同
し
て
い

た
だ
い
た
教
育
遺
産
群
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と
一

緒
に
、
「
教
育
遺
産
群
通
信
」
と
い
う
新
聞
を
発

行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の

方
々
と
一
丸
と
な
り
、
こ
の
新
聞
を
通
じ
て
近
世

日
本
の
教
育
遺
産
群
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

教
育
遺
産
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
会
長 

水
戸
市
長 

 

 

高
橋 

靖 

   「近世日本の教育遺産群」について 
 

 日本最大規模の藩校「弘道館」、またその社会教育施
設「偕楽園」 そして、現存する日本最古の学校「足利
学校」、日本初の庶民のための学校「閑谷学校」、日本
最大規模の私塾「咸宜園」で構成されており、平成２７
年度には日本遺産認定第１号となりました。 
 当時、世界を驚かせた高い識字率や礼儀正しさに貢
献した多様な学びの場を「教育遺産群」として、世界遺
産登録を目指しています。 

＜発行＞ 教育遺産世界遺産登録推進協議会 

「近世日本の教育遺産群サポーター」とは？ 

世界でも稀にみる教育先進国だった、近世の
日本。今にも残るその遺産たちの魅力発信や、世
界遺産登録推進事業の補助をしています。年会費
無料。まだまだメンバー募集中！ぜひお友達をお
誘いください。 

             詳しくはこちら→ 

？ 
 

 
 

サ
ポ
ー
タ
ー
の
声 

 
 

 
 

 
 
 

「
今
度
は
娘
と
」  

 
 

 
 

 

地
元
弘
道
館
に
は
、
季
節
ご
と
に
お

邪
魔
し
て
い
ま
す
が
、
足
利
学
校
や

閑
谷
学
校
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。  

 

 
 

ず
い
ぶ
ん
前
に
な
り
ま
す
が
、
閑

谷
学
校
に
行
っ
た
時
に
は
、
隣
の
施
設

で
世
界
遺
産
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
度
は
、
そ
の

後
誕
生
し
た
娘
と
も
訪
れ
て
み
た
い

で
す
ね
。
（M

.F

） 

 
 

 
 
 

サ
ポ
ー
タ
ー
の
声 

 
 
 

「
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
」 

  
 

 
 

 

今
年
二
月
、
「
大
日
本
史
編
纂
記
録
」
が
新
た
に
水
戸
市

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
と
の
報
道
に
接
し
ま
し
た
。
水
戸
藩
の
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
大
日
本
史
の
編
纂
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
資
料
と
し
て
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

茨
城
県
発
行
の
『
茨
城
県
史
料 

近
世
思
想
編
』
に
は
、
こ
の
大
日

本
史
編
纂
記
録
の
一
部
を
翻
刻
活
字
化
し
た
も
の
が
採
録
さ
れ
て
い

て
、
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
修
史
事
業
に
か
け
る
彰
考
館
員
た

ち
の
情
熱
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
て
、
大
日
本
史
自
体
に
対
す
る

解
像
度
が
グ
ッ
と
高
ま
り
ま
し
た
。
大
日
本
史
は

日
本
遺
産
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群
」
の
構
成

文
化
財
に
も
な
っ
て
い
ま
す
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。 

（
木
の
市
） 

「大日本史編纂記録」 

写真：閑谷学校（岡山県備前市） 

Webサイト 


